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過酷事故時においても、炉内計測データを伝送可能な高温型 MIケーブルについて、高温かつガンマ線照
射下における電気的特性への影響を調べた。この結果、室温～300℃ではガンマ線照射効果による絶縁抵抗
の低下が観測されたが、伝送への影響は温度による効果が大きいことが分った。 
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1. 緒言 

原子力発電所の過酷事故時においても、炉内計測データが確実に伝送可能な高温型 MIケーブルの開発を
行っている。過酷事故時には、高温型 MIケーブルは高温かつ高放射線及び腐食性ガスの環境に暴露される
が、その機能を損なわないことが必要不可欠である。本研究では、開発した高温型 MIケーブルについて、
高温かつガンマ線環境下における電気的特性への影響を調べた。 

 

2. 実験方法 

試験に供した高温型 MI ケーブルは、直径φ1.6mm，
長さ 6m とし、被覆材を NCF600、芯線を Ni 線(2 芯)

とした。特に、電気的特性に影響する絶縁材は、高純
度 Al2O3、高純度 MgO及び市販 MgOの 3種類のもの
を準備した。これらの高温型 MI ケーブルはコイル状
に巻き、ガンマ線照射室内に設置した電気炉に装荷し
た(図 1)。試験は、加熱温度を室温～1000℃、ガンマ線
量率を 0.33、0.52 及び 1.16kGy/h の条件にて、絶縁抵
抗、導通抵抗及び送受信電圧を測定した。測定後、得
られた絶縁抵抗は各絶縁材の体積固有抵抗として、送
受信電圧は電圧降下率として評価した。 

 

3. 結果・考察 

高純度Al2O3を用いた高温型MIケーブルの体積固有
抵抗及び電圧降下率の結果を図 2 に示す。室温～約
300℃において、体積固有抵抗は未照射時よりも低下す
る結果となった。これは、高純度及び市販 MgOを用い
たMIケーブルについても同様な結果となった。一方、
300℃以上では、体積固有抵抗は未照射と照射時では有
意な差は見られなかった。これらの結果は、室温～約
300℃までは照射誘起伝導により絶縁が低下すること
が考えられる。一方、室温～約 300℃におけるガンマ
線照射時の体積固有抵抗の低下に関わらず、電圧降下
率は未照射時とほぼ同じであることから、電圧降下率
は温度による影響が大きいことが分った。さらに、Ni

芯線の導通抵抗は、温度による影響があるものの、Ni

芯線の導通抵抗とほぼ同じ値であった。 

以上より、過酷事故時のような高温かつ放射線環境
下では、放射線による影響は小さく、温度による絶縁性能の低下による伝送への影響が大きいことが分っ
た。 

なお、本研究は、経済産業省資源エネルギー庁からの受託事業として実施した「発電用原子炉等安全対
策高度化技術基盤整備事業（特殊環境下で使用可能な監視システム高度化）」の成果である。 
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図２ 高温型 MI ケーブル(絶縁材：高純度 Al2O3)の 

体積固有抵抗及び電圧降下率の結果 

図１ 高温型 MI ケーブルのガンマ線照射試験
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